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【この研究では】本研究は，「特別支援教育を
推進するための制度の在り方について」（答
申）を受け，①特別支援学級や通級指導教室に
おいて，特別な教育的ニーズを必要とする児童
生徒への対応が可能となるような弾力的な運用
方法の検討,②児童生徒一人一人の教育的ニーズ
に対応が可能な「特別支援教室（仮称）」につ
いての検討。③特別支教育における交流及び共
同学習の推進について研究を行いました。

「小・中学校における障害のある子どもへの「教育支援体制に関する在り方」及び「交流及び共
同学習」の推進に関する実際的研究（平成17年８月）」より
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【研究をして見えてきたこと】
実態調査の結果，弾力運用の９つのパターン
が分かってきました。また，実地調査の検討
から，特別支援教室（仮称）のイメージ案を
作成しました。
弾力運用の例
① 特別支援学級担当教員が在籍児童生徒の

指導を果たした上で，放課後等の時間に個
別指導を行う。

② 特別支援学級在籍児童生徒が交流及び共
同学習に行くことで，特別支援学級担当教
員の週の時間割に空きが生じて個別指導を
行う。

③ 特別支援学級に他の教員が指導に来るた
め特別支援学級担当教員の週の時間割に空
きが生じて個別指導等を行う。

④ 特別支援学級の教員が，障害のある児童
生徒に付き添って通常の学級に入り，特別
支援学級の児童生徒の指導等に加えてＬＤ
等の児童生徒の支援をする。

⑤ 特別支援学級の児童生徒とＬＤ等の児童
生徒が一緒の場で，指導を受ける。

⑥ 特別支援学級担当教員が，通常の学級に
教科指導に行き，当該教室に在籍するＬＤ
等の児童生徒を視野に入れて丁寧な授業を
行う。等

＊詳しくは報告書をご覧下さい。 「特別支援教室（仮称）」のイメージ案

【28】「特別支援教室（仮称）」は弾力的運用と
交流及び共同学習の推進から
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【研究に関する情報】

１．中央教育審議会初等中等教育分科会特別支援教育特別委員会（第17回資料５）に報告しました。

２．平成１７年度国立特殊教育総合研究所セミナーⅠでの発表

３．平成１９年度国立特別支援教育総合研究所セミナーＩでの発表

４．国立特別支援教育総合研究所ホームページでの動画サイトの配信

特別支援学級等の弾力運用（イメージ）
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小・中学校における障害
のある子どもへの「教育
支援体制に関する在り方
」及び「交流及び共同学
習」の推進に関する実際
的研究

http://www.nise.go.
jp/blog/2006/06/post_611
.html 

５．中間報告書 ６．指導事例集の発行

指導事例集

『特別支援学級のGood Practice
障害種別ごとの基本を踏まえた「
支援」「指導」「運営」事例集』
（ジアース教育新社）
http://www.kyoikushinsha.co.jp/bo
oks/64.html

中間報告

http://www.nise.go.jp/
kenshuka/josa/kankobutsu/pub
_c/c53/c-53.pdf


